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会長の挨拶 
 
 

 平成２３年６月２４日「スポーツ基本法」が成立公布（スポーツ振興法の改訂）、平成２３年８

月２４日より施行され、「体育指導委員」は「スポーツ推進委員」へ名称が変更されました。 

新名称「スポーツ推進委員」の認知と各種活動への周知を図ることを目的に『スポーツ推進委員だ

より』を創刊しましたが、この度、第２０号を発行することになりました。 

『スポーツ推進委員だより』を通して、地域の方々がスポーツ推進委員への理解を深めて頂くと共

に、各種事業への参加の一助にしたいと考えています。 

第３１期（平成２９・３０年度）スポーツ推進委員の任期も一年足らずとなりましたが、更なる発

展を期し、真摯に諸活動に取り組んでいきたいと思っています。今後とも皆様のご指導・ご協力をお

願い致します。                    渡部 光徳 [下村町内会] 

  

 
 

(1) グループ編成 Rev. Ｃ
G名

百 武　尚 志 30 平 澤　　隆 28 原 木　明 30 伊 藤　照 秀 30
宮の台(町) 北3 中田踊場(自) 南1 中　村(町) 東4 ひがしが丘(町) 東1

佐 藤　昭 二 31 尾 山　智 一 31 熊 谷　剛 31 山 本　秀 治 31
高砂(自) 西4 下　村(町) 中南1 池　谷(自) 南4 山百合(自) 西4

剣 持　和 貴 31 冨 田　武 志 31 梶 内　大 輝 31 中澤　文博 31
南桜(自) 南3 朝日台(自) 西2 中　西(町) 南4 根　下(自) 南4

菊 池　　進 23再 岩 佐　美 和 27 森 山　俊 一 26 渡 邊　正 明 16再

夏刈場(自) 南4 戸塚苑(自) 南5 広　町(自) 北1 向根下(自) 東3
甘 崎　達 也 26 大 場　千代松 23 中 村　誠 治 27 渡 部　光 徳 18
葛　野(町) 南5 富士見丘(自) 東4 富士見丘(自) 北3 下　村(町) 中南1

長谷川　伸 二 28 青 木　和 代 27 佐 藤　暢 彦 29 良 知　康 波 29
南よつ葉(町) 南3 中　村(町) 北3 中　下(自) 西3 南親交会 南2
土 田　知加子 29 長 谷　　繁 23 常 岡　千 秋 26 花 村　良 文 25

若草(自) 西3 南親和会 南2 双　葉(自) 西2 春　日(自) 南5
池 田　益吾郎 26 佐 藤　　裕 23 内 藤　　保 21 高 橋　貴美江 22
東　原(自) 東1 山神前(町) 南5 中田踊場(自) 南1 広　町(自) 北1

(2) 役員
会　長　渡部　光徳 (泉区副会長)

副会長  池田　益吾郎(総務・会議担当)　　佐藤　裕(行事・区活動部担当)

　　　  内藤　保(研修・区研修部担当)　　高橋　貴美江(中田・区広報担当)

会　計　常岡　千秋　　　土田　知加子
監　査　花村　良文　　　中村　誠治　　　　 　相談役　長谷　繁
総　務　長谷川　伸二　　青木　和代　 　佐藤　暢彦　　良知　康波

子ども水泳教室（手順書作成）

ふれあいDoing、例大祭 葛野キッズクラブ支援 中田連合体育部行事支援 新規事業（調査・企画）

（一泊）実技・座学研修
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ＳＰ推進委員だより編集 サマー・文化祭等連合行事
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スポーツ推進を昨年 4 月より任命頂き、微力ではございますが、いくつか

の行事に参加させて頂きました。 

中々働きながら、貢献する事が難しく普段の定例会にも参加する事が難し

い状況で、皆さまにはご迷惑をお掛けしている状況に申し訳無く思います。 

ただ、この一年やれる範囲で行事に参加させて頂きましたが、地域に貢献す

る大切さや楽しさ、難しさを体験させて頂きました。スポーツ推進はチーム

ワークも良く、こういった方々の貢献のもとに、地域が成り立っている事に

改めて感謝と大切さを実感した一年でした。 

今年もやれる範囲にはなってしまいますが、多少でもお役に立てればと思

います。 

今後とも宜しくお願い致します。  冨田 武志 [朝日台自治会]  

はじめは全てのイベントの勝手がわからず、先輩方の見よう見まねで余裕

なく、きちんと対応できているのかもわからないままでしたが、秋頃からは

何となく勝手がわかってきて自分なりの役割も理解し出しました。それに伴

い普段の生活ではほぼ会うことのない年代の方々にスポーツを通じてコミュ

ニケーションができることが新鮮な体験となりました。 

２年目は去年の経験を生かしていきますので、引き続き御指導願います。 
 

尾山 智一 [下村町内会] 
    

新任の自己紹介 
 

初めまして、今年度から根下自治会より加入しました、中澤と申します。 

昨年度は体育部でお世話になり、様々な行事に参加させて頂きました。昨

年度の働きを見てかどうかは、わかりませんが、自治会長の強い要望を受

け加入を決めた次第で、ございます。 

 まだ、何もわからない状態で、迷惑をお掛けするかもしれませんが、皆

様にご教授頂きながらやって行きたいと思いますので、とりあえず今年 1

年間よろしくお願いします。  

中澤 文博 [根下自治会] 

１年の振り返り 

桜の季節も終わり、気温は上昇し、いよいよ夏がやって来ようとしていま

す。 

私的にも第３１期のスポーツ推進委員として、任期２年の折り返し地点と

なりました。この１年間やること全てが初めてで、先輩委員には多大なる迷

惑をおかけした１年でもありました。任期は残り１年となりましたが一生懸

命頑張りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

また、これから熱中症が多発する季節が来ますので、水分は欠かさずに取

っていただき、体調管理に十分注意してください。 

皆さまもこの１年間、適度にスポーツを楽しんでいただき、充実した１年

になるように陰ながら応援させていただきます。 

私も頑張ります。            剣持 和貴 [南桜自治会] 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 スポーツ推進委員になり活動に参加して、あっという間の１年間でした。

何もわからないなか先輩諸氏のご指導でなんとか与えられた役目をこなすこ

とが出来たかな？という感じです。各種行事のなかでは子ども水泳教室を担

当させていただき、５日間の教室を無事に成功させるための大変さを痛感し

ました。 

また、スポ推としての活動を自主的に進めていく姿勢にボランティアとは

どういうものかを感じさせられました。第３１期後半は、より積極的に各行

事に参加していこうと考えています！ 

山本 秀治 [山百合自治会] 

正直あっという間の 1 年でした。最初に泉区の委嘱式に出席した時、この

先どうなるのか不安で、大変なことを引き受けてしまったという思いでした。 

スポーツ推進委員の活動はスポーツ復旧のため、自分たちが先頭に立って

指導していくものだと思っていましたが、活動に参加して慣れてくるうちに、

あまり型っ苦しく考えない方がいいことが分かってちょっと安心しました。    

体育会系の中で育った自分にとって、スポーツとはガッツリやるものだと

いう概念がありましたが、楽しむスポーツ、レクレーション的な感覚で参加

するスポーツでいいと思うようになりました。 

メンバーの方は大変親切で、気さくで打ち解けやすい環境でした。 皆さん

仕事を持っているのに時間を割いて、積極的に取り組んでいる姿は素晴らし

いですね。また定例会で今後の予定が分かり、自分の都合で出席を決められ

る仕組みは、大変助かります。無理なく活動に参加できることは大変ありが

たいです。 

今年度は出来るだけ多く参加して、地域の人とふれあっていきたいです。

子連れでこられる親御さんにも一緒に参加して、楽しんでいただくようにし

たい。そのために出来るだけ声かけをし、参加を促したいと思います。また、

これは自分の力ではどうすることも出来ないことですが、地元中田小でのイ

ベントがもっと増えればいいなと思います。葛野小・立場地区センターのよ

うになればと思います。 

まだまだ分からないことばかりですが、今年度もご指導のほどよろしくお

願い致します。               熊谷 剛 [池谷自治会] 

31 期スポーツ推進委員として活動に参加し、その 1 年を振り返って見ると

反省点ばかりである。 

人との輪をスポーツによって拡げられたらとの思いがあったが、その成果

は？ 

メジャーリーガーの大谷翔平や平昌オリンピック金メダリストの羽生結弦

選手のように世界中の人々を感動の渦に巻き込む力など到底あろうはずが無

いのはわかっているものの、子供一人の心を動かすパワーも持ち合わせてい

ない自分を情けなく感じてしまう。 

先ずは、自分のできることからと思えば、とりあえず、活動の回数を増や

すことだがこれがまた難題である。諸先輩方の日々の活動には、頭が下がる

ばかりである。諸先輩の背中を見、追いつづけることが、この活動の近道で

あると感じた。              佐藤 昭二 [高砂自治会] 

 


